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Abstract: (100 words)
ここより本文をお書きください．

○原稿はMS Word及びPDF の両方で tnagai@mri-jma.go.jp と abo@tmu.ac.jpの両方にお送りください。（上記様式で対応不可能な場合には別途ご相談下さい。）

○用紙設定は、A4用紙、余白は上25mm、下30mm、左右20mmでお願いします。
○和文原稿の場合、題名部は和文題名、英文題名、和文所属・著者名（発表者に○印）、英文所属・著者名の順でお願いします。（表題部はセンター揃え、本文より大きなフォント、太字体使用
○Abstractは英文で、約100ワードで書いてください。
○本文は1段組、2段組のどちらでも結構です。
○著作権につきましては，(社)計測自動制御学会に帰属することになっております。著作権上の処理の必要な資料（たとえば図版などの転載）につきましては、著者の責任でお願いいたします。
○原稿の長さは２ページ又は４ページでお願いします。

○各原稿の最初のページの下部マージンに著作権コードを入れておいてください。
（下の例では、0000-0001の1が、1ページから始まる原稿であることを表していますが、ページはこちらで入れますのでそのままで構いません。2ページ目以降には著作権コードは不要です。）
原稿締切は10月10日(金)です。締切厳守でお願いします。
2ページ目以降には著作権コードは不要です。







第37回リモートセンシングシンポジウム（2011年10月31日・東京）                                           SY0016/11/0000-0001 © 2011 SICE

